
●住吉歴史資料館の刊行物●
１．本住吉神社詳誌　平成22年5月刊
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７．住吉歴史資料館だより第4号
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　現在、本住吉神社の社号標（石碑）は２箇所あります。神社表鳥居脇の１柱と、もうひとつは上の写真
でお旅筋と鳴尾御影線が交差するあたりに立っている１柱です。表には「本住吉神社」と彫られており、
裏面は、「明治四十年一月建之　大阪平野町四丁目　竹原友三郎、同安土町三丁目　和泉金兵衛、
當村吉田町　野々山治市」と彫り込まれています。鳥居脇の社号標は、元は、「縣社本住吉神社」と
なっていました。現在は、神紋「桔梗」の板を「縣社」の２文字の上に被せています。裏面は同じです。
　さて、写真の社号標ですが、横田宮司著『本住吉神社誌』（昭和４７年６月）によると、「江戸時代の
寛政九年（１７９７）に馬場先浜（埋め立て前の住吉の浜）に建てられた鳥居が、故あって、馬場先中ほ
ど（お旅筋の中ほど）に移され、この鳥居が昭和４年（１９２９）になって阪神電車の高架工事にともない、
再び、海岸に移された。このとき鳥居と一緒にあった社号標も同時に現在地（ダイエー南テニスコート
の西南角）に移された」とあります。これが写真の石標です。
　『武庫郡誌』に掲載の本住吉神社表鳥居脇の社号標は、写真の石標と思われます。なぜ、ダイエー
の南に移されたのでしょうか。
　社号標が建設された明治４０年（１９０７）当時、本住吉神社の社格は郷社で１ランク上の縣社に昇
格すべく運動中でした。それは大正５年（１９１６）に認められました。
　縣社昇格と同時に、表鳥居脇の石標は「縣社本住吉神社」に代え、従来あったものは、馬場先の中
ほどに移され、それが現在の石標となって残っていると思われます。
　では、明治４０年にすでに「縣社本住吉神社」の文字で彫り込んだ石標を準備して、保管していたの
でしょうか。縣社昇格の９年も前です。
　ふたつの石標の字体は同じですが、ただ、「縣社本住吉神社」の7文字のみ少し違うようです。さて、
ミステリーですね。一度見比べて下さい。

住吉のまちかど

■資料館の作業日は毎週木曜日の午前中です。
　また、別途、日曜日は展示室を開館しています。（世話人会の委員の方がお世話）
■資料館の座敷ではお茶会が「菟原茶華道会」主宰で開催されます。
　平成27年は、1月18日、3月8日、5月10日、7月12日、9月13日、11月8日の各日曜日です。

本住𠮷神社内御本殿西　 〒658-0053  神戸市東灘区住吉宮町7丁目1-2　 fax専用078-201-3738　 メールアドレス shiryoukan@iris.eonet.ne.jp

住𠮷歴史資料館ご案内

　開館の目的は、「住𠮷に住む人々が郷土を理解し、それ
を子供達に伝え、子供達も郷土に誇りを持ち、ずっと住み
続けたいと思うような町にしたい。住𠮷歴史資料館は文
化・歴史的の面からそれをお手伝いする。」ことです。
　
　そのため、以下を行います。
1．本住𠮷神社横田宮司家に伝わる古文書の整理。
　   関係文書、記念物、言い伝えの収集。
2．展示物のメンテ。
　  展示室、座敷を使用しての各種展示の企画。
3．やさしい、楽しいイベントを企画して
　   みんなの地域への理解を深める。
4．「住𠮷歴史資料館だより」を通しての広報。
　   成果の発表。

お願い
広くみなさまからの情報、資料のご提供をお願い致します。
　１． 各町協議会の古い記録類、書類。旧青年団、警防団の旗  など。
２． 各お家に伝わる古い書類、絵図、古文書  など。
３． 各お家に残っている、農耕具、或いは、馬や牛が牽引する荷車（いわゆる“馬力”）の道具類などの労働具。
４． 古い写真（近所、町内、住𠮷村、武庫郡、神戸  など)、小学校の卒業アルバム、卒業証書。
５． 災害時の記録や写真。（阪神大水害、阪神大震災、昭和42年水害  など）
６． 戦時中ののぼり、腕章、たすき、或いはバッジ、記念品など。
７． だんじり、住𠮷祭の写真。（渡御、宮入、宮出し  など）
　　また、長年住𠮷に住んでおられる方々に気軽にむかし話をしていただいております。“ああ、あの人なら、住𠮷
のこと“よお知ってはる”、という方をご紹介下さい。

編集後記
　発行が若干遅れましたが９号をお届け致します。資料館での事業は今年で６年目となり、連携事業を大切にして
います。地元の住吉中学校、住吉小学校、そして渦が森小学校や東灘図書館と連携し、災害の歴史や防災の取り組
みのお手伝いをしています。今年は初めて、住吉中学校の文化祭に参加しました。これは、住吉中学校が８月に中学
生防災サミット in KOBE 2014 に参加したフォロー展示でした。今回の9号では防災サミットでの住中生の活躍を
ご紹介しています。災害がおこれば、頼りになるのは自分達中学生だとの心強い自覚を宣言してくれています。
　また、久しぶりに松下先生の東求女塚古墳についてのお話を掲載します。ここでは、現在の姿からは想像もでき
ない巨大な古墳の姿が浮かびあがります。明治や大正の頃までは残っていた墳丘の写真や絵を掲載しています。と
ても貴重なものです。
　だんじりシリーズでは、住之江区のだんじりを紹介しています。今年９２歳になる酒井清さんのメモ、「住之江地車
記」を元にしています。立派なだんじりは太平洋戦争の空襲で焼失しました。しかし戦後すぐの昭和21年の「昭和
南海地震」のさなかに復活の話しあいが始まっています。
　来年は大震災後20年。防災、減災の取り組みを引き続きお手伝いして行きます。　　　　　  （M.U.記）
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お旅筋の社号標「本住吉神社」
  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1ページ

住吉中学校・被災地中学生
サミット in KOBE 2014  
に参加
住吉歴史資料館事業推進委員
前田康三・・・・・・・・・・2～3ページ

住之江区のだんじり
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酒井　清
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内田雅夫・・・・・・・・・・4～7ページ
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た
も
の
で
す
。

　

近
年
の
自
然
災
害
で
被
害
を
受
け
た
、東

北
、近
畿
、九
州
の
各
地
か
ら
、13
中
学
校
、25

人
の
中
学
生
が
サ
ミ
ッ
ト
に
集
ま
り
、18
日
に

は
、六
甲
山
で
の
合
宿
を
行
い
、防
災
や
訓
練
、

復
興
へ
の
思
い
を
語
り
合
い
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、19
日
の
合
同
発
表
会
に
臨
み
ま

し
た
。

　

住
吉
中
学
校
の
発
表
は
、地
元
住
吉
の
紹

介
か
ら
始
ま
り
、そ
の
地
形
、災
害
に
も
ろ
い

花
崗
岩
で
出
来
て
い
る
六
甲
山
の
ふ
も
と
に

あ
る
こ
と
を
述
べ
、そ
し
て
、過
去
よ
り
何
度

も
住
吉
川
の
水
害
に
遭
っ
た
こ
と
、そ
し
て

阪
神
淡
路
大
震
災
で
も
大
き
な
被
害
を
受
け

た
こ
と
は
ま
だ
、記
憶
に
生
々
し
い
こ
と
な

ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

発
表
の
中
心
は
、「
阪
神
大
水
害
」で
、風
雨

が
激
し
い
な
か
、住
吉
小
学
校
で
は
校
舎
の

１
階
が
水
没
し
、児
童
が
２
階
か
ら
決

死
の
脱
出
を
行
っ
た
こ
と
、運
動
場
が

土
砂
に
埋
ま
っ
た
こ
と
、住
吉
全
体
で

６
９
５
名
も
の
犠
牲
者
が
出
た
こ
と
を

伝
え
ま
し
た
。

　

災
害
復
旧
で
は
、各
地
か
ら
勤
労
奉

仕
、即
ち
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆
け
付
け

て
く
れ
た
こ
と
を
挙
げ
、住
吉
村
が
当

時
の
横
田
政
次
郎
村
長
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
、村
を
挙
げ
て
、「
災
い

を
転
じ
て
福
と
な
す
よ
う
に
」、全
村
民

で
復
興
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、阪
神
大
水
害
を
調
べ
た
結

果
と
し
て
、中
学
生
と
し
て
何
が
出
来

る
か
を
考
え
、次
の
３
つ
を
強
く
宣
言

し
ま
し
た
。

•
僕
た
ち
は
住
吉
川
を
大
切
に
し
、こ
れ
か

ら
も
住
吉
川
と
と
も
に
生
き
て
い
き
ま
す
。

•
数
十
年
に
一
度
の
水
害
を
怖
が
り
す
ぎ
ず
、

正
し
く
恐
れ
、過
去
か
ら
学
び
、伝
え
、備

え
た
い
と
思
い
ま
す
。備
え
る
と
い
え
ば
、

昭
和
13
年
水
害
の
教
訓
と
し
て
、水
害
後
、

甲
南
学
園
創
立
者
で
文
部
大
臣
を
勤
め
た
、

平
生
釟
三
郎
さ
ん
の
言
葉
、「
常
ニ
備
ヘ
ヨ
」

が
あ
り
、こ
の
言
葉
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
す
。

•
地
域
の
行
事
を
通
し
て
地
域
の
一
員
と
し

て
絆
を
つ
く
り
学
ん
だ
こ
と
を
伝
え
て
い

き
た
い
で
す
。こ
れ
は「
だ
ん
じ
り
祭
り
・
住

吉
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
・
住
吉
川
の
河
川
調

査
」な
ど
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、「
僕
た
ち
中
学
生
が
地
域
の
一
員

と
し
て
、地
域
防
災
を
担
う
」と
い
う
意
識
を

持
ち
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。」と
締
め
く
く
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

住
吉
中
学
校
は
、被
災
地
サ
ミ
ッ
ト
の
研

修
の
一
環
と
し
て
、８
月
４
日
５
日
に
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
を
訪
問
し
、仙
台
市
立
南

吉
成
中
学
校
と
、中
学
生
と
し
て
出
来
る
こ

　

平
成
26
年
８
月
19
日
、神
戸
市
長
田
区
の

ピ
フ
レ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
、『
被
災
地
中

学
校
サ
ミ
ッ
ト
』に
神
戸
市
を
代
表
し
て
５

校
が
選
ば
れ
、我
が
住
吉
中
学
校
は
、そ
の
う

ち
の
１
校
と
し
て
昭
和
13
年（
１
９
３
８
）７

月
５
日
に
起
こ
っ
た「
阪
神
大
水
害
」に
つ
い

て
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、来
年
、阪
神
淡
路
大
震

災
か
ら
20
年
と
な
る
機
会
に
、防
災
へ
の
取

り
組
み
に
つ
き
、神
戸
市
が
初
め
て
企
画
し

と
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。尚
、

同
じ
中
学
３
年
生
の
彼
ら
は
小
学
５
年
生
の

終
り
に
東
日
本
震
災
を
経
験
し
て
い
ま
す
。

　

通
勤
や
通
学
で
地
域
を
離
れ
る
大
人
や
大

学
生
・
高
校
生
と
違
い
、中
学
生
は
地
域
で
１

日
を
過
ご
し
ま
す
。そ
ん
な
中
学
生
の
役
割

や
中
学
生
の
力
を
認
識
で
き
た
と
言
っ
て
く

れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
地
域
に
生
き
る
中
学

生
の
使
命
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
と
自
覚

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

確
か
に
、災
害
は
い
つ
起
こ
る
と
も
限
ら

ず
、も
し
、昼
間
に
発
生
し
た
ら
、救
助
や
復

旧
で
真
っ
先
に
力
に
な
る
の
は
、地
元
の
学

校
で
学
ん
で
い
る
中
学
生
た
ち
で
あ
る
こ
と

を
自
ら
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。大
変
、心
強
い

こ
と
で
す
。

　

発
表
す
る
に
あ
た
り
、資
料
館
に
も
相
談

に
こ
ら
れ
ま
し
た
。資
料
館
で
は
、水
害
写
真
、

住
吉
村
編「
昭
和
十
三
年
阪
神
大
水
害
」。甲

南
学
園
編「
阪
神
大
水
害
の
記
録
」を
提
供
し
、

ま
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
し
た
。ま
た
、甲
南

小
学
校
に
お
願
い
し
、校
庭
に
あ
る「
常
ニ
備

ヘ
ヨ
」の
石
碑
を
撮
影
さ
せ
て
頂
く
仲
立
ち

を
し
ま
し
た
。

　

発
表
は
、竹
本
龍
登
さ
ん（
生
徒
会
会
長
）、

並
び
に
山
内
里
穂
さ
ん（
生
徒
会
副
会
長
）で

し
た
。そ
し
て
、発
表
の
た
め
に
準
備
協
力
し

た
の
は
、岩
本
扶
美
さ
ん
、そ
し
て
、公
文
遥

基
さ
ん
で
し
た
。

　

全
般
指
導
さ
れ
た
の
は
、朝
倉
禎
尊
先
生

で
し
た
。

　

住
吉
歴
史
資
料
館
で
は
、10
月
17
日
、18
日

の
住
吉
中
学
校
文
化
祭
に
参
加
し
今
回
の
中

学
生
サ
ミ
ッ
ト
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
展
示「
遺

跡
か
ら
み
る
住
吉
の
災
害
展
、も
っ
と
伝
え

よ
う
、も
っ
と
備
え
よ
う
」を
行
い
ま
し
た
。

全
学
年
の
生
徒
、そ
し
て
来
場
の
保
護
者
の

方
に
も
見
て
頂
き
ま
し
た
。

り
ゅ
う 

と

り　

  

ほ
ふ　

  

み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

は
る

発表する竹本さん、山内さん

参加中学生全員集合

住
吉
中
学
校
・
被
災
地
中
学
生

「
サ
ミ
ッ
ト 

in 

K
O
B
E 

2
0
1
4
」に
参
加

住
吉
歴
史
資
料
館
事
業
推
進
委
員

　
　
前
田 

康
三

プレゼンテーションの一部分①

プレゼンテーションの一部分②
　

き中
学
生
防
災
サ
ミ
ッ
ト
参
加
校
は
以
下
の
通
り
で
す
。

　

神
戸
市
：
住
吉
中
学
校
・
本
庄
中
学
校
・
駒
ヶ
林
中
学
校
・
太
田
中
学
校
・
白
川
台
中
学
校

　

東　

北
：
岩
手
県
大
船
渡
市
立
綾
里
中
学
校
・
宮
城
県
南
三
陸
町
立
志
津
川
中
学
校
・
宮
城
県
仙
台

　
　
　
　
　

市
立
七
郷
中
学
校
・
宮
城
県
仙
台
市
立
長
町
中
学
校
・
福
島
県
い
わ
き
市
立
四
倉
中
学
校

　

近　

畿
：
奈
良
県
五
條
市
立
西
吉
野
中
学
校
、兵
庫
県
佐
用
郡
佐
用
町
立
上
月
中
学
校

　

九　

州
：
長
崎
県
島
原
市
島
原
市
立
第
三
中
学
校

ひ
ら     

お    

は
ち  

さ
ぶ  

ろ
う
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た
。錺
の
白
い
金
具
は
洋
銀
、黄
色
い
も
の
は

純
金
製
で
あ
っ
た
。

　

背
は
高
く
、幅
も
広
か
っ
た
。泥
台
の
後
か

ら
鳴
り
物
方（
同
注
：
太
鼓
、鉦
な
ど
の
お

地
車
帳
頭（
注
：
だ
ん
じ
り
運
行
の
全
責
任

者
）を
勤
め
、長
じ
て
住
之
江
地
区
長
、並
び

に
、財
団
法
人
住
吉
学
園
の
第
10
代
、11
代
理

事
長（
昭
和
43
年
２
月
５
日
〜
昭
和
50
年
５

月
31
日
）を
勤
め
た
人
で
あ
る
。

住
之
江
区
に
つ
い
て

　

住
之
江
区
は
、元

「々
仲
之
町
」と
呼
ば

れ
、大
正
５
年（
1
9
1
6
）３
月
住
吉
村
が

区
制
を
敷
い
た
と
き「
仲
区
」と
な
っ
た
。

「
仲
」の
地
名
の
由
来
は
、本
住
吉
神
社
と
浜

手
の
呉
田
区
と
の
中
間
に
あ
る
こ
と
か
ら
そ

う
呼
ば
れ
て
い
た
。昭
和
15
年（
1
9
4
0
）

の
紀
元
二
千
六
百
年
を
記
念
し
て
仲
区
住

民
の
投
票
で
、紀
元
節
の
２
月
11
日
に「
住
之

江
区
」に
改
称
し
た
も
の
で
あ
る
。

住
之
江
区
の
先
代
だ
ん
じ
り

　

住
之
江
の
焼
け
た
だ
ん
じ
り（
注
：
太
平

洋
戦
争
空
襲
で
焼
失
）は
魚
崎
か
ら
明
治
20

年
前
後
に
購
入
し
た
。泥
台（
注
：
だ
ん
じ

り
の
下
部
、土
台
の
部
分
）は
も
と
の
ま
ま

で
、上
部
は
後
に
手
を
入
れ
た
。柱
は
紫
檀
、

勾
欄（
て
す
り
、ら
ん
か
ん
の
こ
と
）は
黒

檀
、屋
根
は
タ
ガ
ヤ
タ
ン（
鉄
刀
木
）で
あ
っ

　

今
回
は
住
之
江
区
の
だ
ん
じ
り
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。「
資
料
館
だ
よ
り
」で
は
、こ
れ

ま
で
空
区
、吉
田
区
の
だ
ん
じ
り
の
む
か
し

の
姿
に
つ
い
て
、預
か
っ
て
い
る
資
料
を
も
と

に
紹
介
し
ま
し
た
。併
せ
て
、祭
が
お
こ
な
わ

れ
た
、明
治
や
昭
和
の
こ
ろ
の
姿
、地
元
の

人
々
の
思
い
、い
わ
ゆ
る「
だ
ん
じ
り
祭
」が

ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
を
簡
単
に
振
り
返
っ

て
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、今
回
は
、住
之
江
区
の
だ
ん
じ
り
の

紹
介
で
す
が
、同
区
の
酒
井
清（
大
正
11
年

1
9
2
2
生
）さ
ん
か
ら
預
か
っ
て
い
る
資

料
や
写
真
を
元
に
、住
之
江
の
だ
ん
じ
り
に

迫
っ
て
み
ま
す
。

　

酒
井
さ
ん
は
、「
住
之
江
地
車
記
」並
び
に
、

「
住
之
江
地
車
記
平
成
26
年
版
」の
ふ
た
つ
の

貴
重
な
メ
モ
を
書
い
て
お
ら
れ
、こ
れ
ら
を

ま
と
め
る
形
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。太
字
は

注
釈
で
す
。

『
住
之
江
地
車
記
』　

　
　
　
　
　

住
之
江
区　

酒
井
清
著

　

こ
れ
ら
の
話
は
住
之
江
区
の
住
野
市
左

衛
門
氏（
明
治
33
年
1
9
0
0
年
生
）か
ら

酒
井
が
聞
き
取
り
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

住
野
氏
は
、青
年
時
代
、昭
和
５
年
第
６
代

　

住
吉
村
は
村
の
7
割
が
空
襲
を
受
け
て
甚

大
な
被
害
が
あ
り
、昭
和
21
年
５
月
は
戦
後

初
め
て
の
本
住
吉
神
社
例
大
祭
の
日
で
あ
っ

た
が
、祭
礼
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、村
を
挙
げ
て

の
住
吉
祭（
だ
ん
じ
り
祭
）は
と
て
も
出
来
な

か
っ
た
。

　

昭
和
21
年
５
月
は
、ま
つ
り
ど
こ
ろ
で
は

な
か
っ
た
が
、祭
当
日
、戦
争
で
焼
け
残
っ
た

山
田
、空
、吉
田
の
地
車
と
住
之
江
が
借
り

て
き
た
御
影
弓
場
の
地
車
の
計
４
台
で
住

之
江
本
通
り
に
集
合
し
た
。住
之
江
区
帳
頭

は
昭
和
13
年
か
ら
持
ち
送
り
の
第
14
代
山

田
富
三
郎
で
あ
っ
た
。

戦
後
の
だ
ん
じ
り
復
活
へ
の
動
き

　

昭
和
21
年
の
借
り
物
だ
ん
じ
り
で
の
曳

き
出
し
以
降
、住
之
江
の
だ
ん
じ
り
復
活
計

画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。焼
失
し
た
住
之
江
の

だ
ん
じ
り
の
復
活
を
話
し
あ
っ
た
専
念
寺
の

会
議
で
は
、会
議
中
に
震
度
４
の
地
震
に
見

舞
わ
れ
た
が
、そ
れ
で
も
、熱
い
話
し
合
い
は

途
切
れ
な
か
っ
た
。

　
　
　
　

　

昭
和
21
年
12
月
21
日
午
前
４
時
19
分
に

和
歌
山
県
南
方
沖
で
発
生
し
た
昭
和
南
海

地
震
で
は
、神
戸
市
域
で
も
震
度
５
弱
を
記

録
し
て
い
る
。も
し
、「
専
念
寺
の
会
議
」が
こ

の
地
震
に
遭
遇
し
た
の
な
ら
、午
前
４
時
頃

ま
で
専
念
寺
で
は
だ
ん
じ
り
復
活
に
つ
い
て

の
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

出
し
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、祭
礼
は

年
々
盛
ん
に
な
っ
て
昭
和
11
年
前
後
に
戦
前

の
最
盛
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。〈
写
真

２
〉そ
の
後
、支
那
事
変
が
昭
和
12
年（
１
９

３
７
）に
始
ま
っ
て
以
降
、昭
和
20
年（
１
９
４

５
）太
平
洋
戦
争
敗
戦
ま
で
だ
ん
じ
り
の
曳

き
出
し
は
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

太
平
洋
戦
争
中
の
だ
ん
じ
り

　

支
那
事
変
、大
東
亜
戦
争（
注
：
日
中
戦

争
、太
平
洋
戦
争
）で
昭
和
13
年
以
降
地
車

曳
行
が
禁
止
さ
れ
た
。住
之
江
区
は
第
13
代

帳
頭
川
口
秀
男
で
祭
礼
は
終
了
し
た
。第
14

代
帳
頭
山
田
富
三
郎
は
、地
車
を
曳
き
出
せ

な
い
代
わ
り
に
、住
吉
祭
の
日
に
は
住
之
江

本
通
り
に
御
神
燈
を
６
年
間
飾
っ
た
。

　

以
後
、戦
争
が
激
し
く
な
り
、我
が
身
の

安
全
の
た
め
左
右
に
避
難
す
る
日
々
が
来

た
。不
幸
に
も
食
糧
難
で
食
べ
る
も
の
も
乏

し
か
っ
た
。避
難
、空
襲
で
連
日
生
き
る
望
み

な
く
、こ
の
世
に
神
仏
は
い
な
い
の
か
残
念

無
念
で
身
の
置
き
所
も
な
か
っ
た
。

　

悪
夢
と
地
獄
と
も
思
っ
た
戦
争
の
終
結
と

と
も
に
同
時
に
敗
戦
の
苦
し
き
連
日
で
、生

活
の
立
て
直
し
を
中
心
に
、な
ん
と
か
平
和

な
日
常
を
取
り
返
し
、よ
う
や
く
祭
を
楽
し

む
時
期
と
な
る
が
、す
で
に
住
之
江
地
車
は

空
襲
で
焼
失
、か
つ
て
の
祭
の
楽
し
さ
は
走

馬
灯
の
如
く
頭
の
中
を
駆
け
巡
っ
た
。

昭
和
21
年
５
月
の
だ
ん
じ
り
曳
き
出
し

借
り
受
け
て
地
車
庫
を
建
て
た
。

　

第
１
次
世
界
大
戦
の
間
も
２
年
ほ
ど
休
ん

だ
が
、青
島
陥
落
時
、山
か
ら
杉
の
葉
を
と
っ

て
き
て
屋
台
の
よ
う
に
装
っ
て
２
日
ほ
ど
出

し
た（
昭
和
46
年『
本
住
吉
神
社
記
』よ
り
）。

　
『
本
住
吉
神
社
記
』と
は『
本
住
吉
神
社

誌
』（
昭
和
47
年
刊
）と
思
わ
れ
る
が
、同
誌
に

は
、こ
の
記
事
は
な
い
。恐
ら
く
、別
の
出
典

が
あ
る
こ
と
と
考
え
る
。

　

尚
、『
神
戸
の
民
俗
芸
能
―
東
灘
編
―
』（
神

戸
市
教
育
委
員
会　

昭
和
50
年
）に
は
住
吉

地
区
の
聞
き
取
り
と
し
て
こ
の
記
事
が
あ
る
。

　

昭
和
３
年（
１
９
２
８
）の
昭
和
天
皇
の
御

大
典
に
際
し
て
、だ
ん
じ
り
を
曳
き
出
し
た

が
、住
之
江
区（
当
時
、仲
区
）の
み
別
誂
え

（
特
注
）の
ゆ
か
た
を
新
調
し
て
奉
祝
し
た
。

図
柄
は
、御
大
典
に
因
む「
鳳
凰
」で
あ
っ
た
。

　

昭
和
８
年（
１
９
３
３
）に
幕
を
修
理
し

た
。ま
た
、昼
提
灯（
注
：
昼

間
に
飾
る
提
灯
で
ロ
ウ
ソ

ク
を
灯
す
も
の
で
は
な
く
、

厚
み
の
あ
る
豪
華
な
刺
繍

絵
を
周
囲
に
施
し
た
提
灯
）

を
８
個
新
調
し
た
。東
西
南

北
守
護
神
の
双
竜
、白
虎
、

鳳
凰
、玄
亀
の
計
８
個
で
、

１
個
、五
十
円
し
た
。

　
　

　

大
正
初
め
ま
で
禁
止
さ

れ
て
い
た
だ
ん
じ
り
引
き

は
や
し
方
）が
出
入
り
で
き
た
。〈
写
真
1
〉

　

明
治
の
終
わ
り
か
ら
大
正
初
期
に
か
け

て
だ
ん
じ
り
の
曳
き
出
し
を
中
止
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
。住
吉
の
他
地
区
は
だ
ん
じ
り

を
売
却
し
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、住
之
江

の
だ
ん
じ
り
は
、解
体
し
て
、同
区
内
に
あ

る
専
念
寺
の
倉
庫
に
納
め
た
。

　

当
時
、だ
ん
じ
り
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
三
百
円

で
買
い
に
き
た
が
、せ
め
て
五
百
円
で
な
け

れ
ば
と
断
り
専
念
寺
に
納
め
、だ
ん
じ
り
倉

庫
は
処
分
し
た
。

　

大
正
天
皇
の
御
大
典（
注
：
即
位
礼
の
式

典
）に
際
し
て
、だ
ん
じ
り
を
曳
き
出
す
こ

と
に
な
り
、直
前
に
地
車
大
工（
注
：
だ
ん
じ

り
大
工
）を
呼
び
、会
館
の
庭
で
組
み
立
て

さ
せ
て
曳
き
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
１
年
ほ
ど
は
地
車
庫（
だ
ん
じ
り

倉
庫
）を
建
て
る
土
地
が
な
く
会
館
の
庭
先

で
シ
ー
ト
を
被
せ
て
置
い
て
い
た
が
、酒
井

常
太
郎
さ
ん
の
庭
石
を
置
い
て
い
た
土
地
を

〈写真2〉　住之江だんじり昭和10年ごろ宮入り後。
　　　　  右の松は先代の「御影の松」

〈写真1〉　住之江だんじり昭和4年第5代帳頭安田幸太郎
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で
ほ
こ
り
を
か
ぶ
る
事
が
多
く
な
っ
た
。各

地
車
で
飾
り
付
け
を
す
る
こ
と
も
な
く
、お

は
や
し
も
無
く
た
だ
見
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

日
毎
、車
輛
の
往
来
が
激
し
さ
を
増
す
の

み
で
、大
型
の
地
車
の
出
番
な
く
裏
通
り
へ

お
し
こ
ま
れ
る
。陽
の
目
を
見
る
の
は
い
つ

の
事
や
ら
。

本
住
吉
神
社
境
内
に
だ
ん
じ
り
を
集

め
、地
引
復
活
に
そ
な
え
た

　

地
車
の
曳
行
が
出
来
な
け
れ
ば
と
、地
区

役
員
で
地
車
を
神
社
に
集
め
祭
礼
日
に
か

ざ
り
つ
け
を
し
て
お
は
や
し
を
や
れ
ば
ど

う
か
と
の
申
し
合
わ
せ
を
し
た
。本
住
吉
神

社
宮
司
さ
ん
に
は
地
車
車
庫
を
作
る
こ
と

を
快
く
受
け
て
頂
い
た
。〈
写
真
４
〉

　

祭
礼
日
に
か
ざ
り
つ
け
を
し
て
、お
は
や

し
を
奏
で
る
事
で
各
地
区
で
の
地
引
き

（
注
：
だ
ん
じ
り
を
町
内
で
曳
く
こ
と
）の

許
可
が
出
る
ま
で
を
待
つ
の
み
で
あ
っ
た
。

一
時
期
、拝
殿
前
ま
で
曳
き
出
し
神
前
で
練

り
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

地
車
が
曳
か
れ
な
い
時
期
、住
之
江
区
で

は
男
女
青
年
団
に
よ
り
演
芸
会
を
お
こ
な

い
、最
後
に
だ
ん
じ
り
の
お
は
や
し
鳴
り
物

で
終
了
、一
同
全
員
で
地
車
の
復
活
を
願
っ
た
。

　

　

一
方
、神
戸
市
の
無
形
文
化
財

調
査
が
始
ま
り
、先
ず
、本
住
吉
神

社
氏
子
所
有
地
車
７
台
が
対
象
と

な
っ
た
。

　
こ
の
昭
和
48
年
無
形
文
化
財
調

査
当
時
、「
本
住
吉
神
社
の
だ
ん
じ

り
」は
6
台
で
あ
り
、茶
屋
区
だ
ん

じ
り
復
興
後
は
7
台
で
現
在
神
戸

市
の
登
録
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
調
査
の
た
め
特
別
に
拝
殿

前
で
の
練
り
を
行
っ
た
。境
内
の
み

と
は
い
え
２
年
ぶ
り
に
だ
ん
じ
り

が
動
い
た
の
で
あ
っ
た
。ま
た
、翌

年
昭
和
49
年
に
は
住
之
江
だ
ん
じ

り
１
台
の
み
で
あ
っ
た
が
、各
地
区

10
名
の
総
勢
60
名
の
若
仲
で
神
前

練
り
を
お
こ
な
っ
た
。

だ
ん
じ
り
ま
つ
り
の
取
材
放
映

　

昭
和
49
年
９
月
４
日
に
は
、サ
ン
テ
レ
ビ

で
全
国
放
映
さ
れ
た
。番
組
名
は「
朝
特
急

六
三
〇
」で
、昭
和
48
年
調
査
団
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
っ
た
神
戸
大
学
中
村
茂
隆
先
生
と

酒
井
が「
地
車
祭
礼
対
談
」を
行
い
、灘
区
五

毛
天
神
、御
影
弓
弦
羽
神
社
、そ
し
て
、本
住

吉
神
社
の
順
に
地
車
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

当
日
は
午
前
６
時
30
分
の
番
組
開
始
で
、

住
吉
の
だ
ん
じ
り
の
祭
礼
由
来
記
、ゆ
か
た

の
い
わ
れ
、等
色
々
の
出
来
事
を
酒
井
が
説

明
し
た
。住
吉
の
地
車
祭
礼
で
は
多
数
の
地

車
が
曳
き
出
さ
れ
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、阪
神
間
で
は
最
高
の
祭
礼
で
あ
る
と
の

お
墨
付
き
を
頂
く
。長
く
続
く
こ
と
を
願
う

の
み
で
あ
る
。

だ
ん
じ
り
の
町
内
巡
行
復
活
へ

　

や
が
て
、当
局
よ
り
午
後
５
時
ま
で
に
車

庫
へ
収
納
す
る
な
ら
と
の
条
件
で
昭
和
50
年

（
１
９
７
５
）、地
引
き
の
許
可
が
出
た
。復

活
後
の「
宮
入
り
」で
は
、少
し
で
も
地
車
曳

行
の
時
間
を
長
く
し
た
い
心
で
、地
車
の
製

作
大
工
、並
び
に
彫
刻
の
図
柄
な
ど
を
出
来

る
だ
け
き
め
細
か
く
見
物
の
皆
さ
ま
に
、酒

井
が
マ
イ
ク
で
説
明
し
た
。

こ
れ
が
、意
外
に
も
好
評
で
喜
ば
れ
、ス
タ
ッ

フ
一
同
、更
に
勉
強
を
続
け
る
こ
と
に
し
た
。

最
近
の
祭
で
感
動
し
た
こ
と

　

住
吉
呉
田
地
区
の
地
車
は
、身
体
の
不
自

由
な
子
供
た
ち
に
地
車
の
曳
き
綱
を
持
た

せ
一
緒
に
な
っ
て
地
車
を
曳
い
て
も
ら
っ
て

い
た
。こ
の
姿
に
、こ
れ
が
本
当
に
老
若
男
女

で
楽
し
む
祭
礼
の
姿
だ
と
目
頭
が
熱
く
な

る
の
を
覚
え
た
。元
気
な
人
間
だ
け
の
祭
で

は
な
い
。大
い
に
反
省
す
べ
き
と
思
う
。

　
酒
井
清
さ
ん
は
、今
年
92
歳
、だ
ん
じ
り
祭

の
生
き
字
引
と
し
て
住
吉
歴
史
資
料
館
で
も

た
び
だ
び
聞
き
取
り
や
教
え
を
受
け
、ま
た
、

貴
重
な
資
料
を
提
供
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　
資
料
の
う
ち
、紙
面
の
都
合
で
以
下
は
次

号
以
降
で
掲
載
し
ま
す
。

　
だ
ん
じ
り
大
工
や
だ
ん
じ
り
彫
刻
の
職
人

さ
ん
た
ち
の
こ
と
、大
正
14
年
以
降
の「
住
之

江
地
車
歴
代
帳
頭
名
簿
」、そ
れ
に
、「
だ
ん
じ

り
の
歴
史
一
覧
表
」　
東
灘
区
31
台
の
だ
ん

じ
り
の
江
戸
か
ら
平
成
ま
で
を
ま
と
め
た
も

の
。こ
れ
は
酒
井
清
さ
ん
の
所
属
す
る
兵
庫

地
車
研
究
会
が
平
成
22
年
に
ま
と
め
た
も
の

と
の
こ
と
で
す
。ま
た
、初
期
の
だ
ん
じ
り
が

ど
ん
な
形
を
し
て
い
た
か
の
写
真
も
次
の
機

会
に
掲
載
し
ま
す
。

　
だ
ん
じ
り
祭
は
年
々
賑
や
か
に
な
っ
て
来

て
お
り
、酒
井
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、

長
く
続
く
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

　
酒
井
さ
ん
、い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
！
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和
25
年
10
月
８
日
の「
神
戸
み
な
と
祭
」に

参
加
し
た
。帳
頭
は
第
15
代
松
原
繁
雄（
或

い
は
重
雄
）で
あ
っ
た
。尚
、昭
和
26
年
５
月

に
住
吉
祭
で
の
だ
ん
じ
り
曳
き
出
し
が
復

活
し
た
が
、松
原
は
復
活
の
た
め
に
尽
力

し
、帳
頭
を
勤
め
た
。

　
昭
和
25
年
４
月
１
日
武
庫
郡
住
吉
村
は
神

戸
市
と
合
併
し
た
。10
月
の
神
戸
み
な
と
祭
参

加
は
そ
れ
を
祝
う
意
味
も
あ
っ
た
か
と
思
う
。

　
尚
、昭
和
24
年
の
み
な
と
祭
に
参
加
し
た
と

い
う
人
も

い
る
が
、

曜
日
を
み

る
と
、
10

月
８
日
は

昭
和
25
年

は
日
曜
日

で
、
24
年

は
土
曜

日
。
当
時

土
曜
日
は

休
日
で
な

く
、
そ
れ

ゆ
え
、
こ

の
稿
で
は

25
年
を
採

用
し
た
。

　
尚
、
戦

後
の
、
住

吉
祭
の
神

事
復
活

は
、昭
和
25
年
で
、御
神
体
の
渡
御（
お
わ
た

り
）が
樽
神
輿
で
行
わ
れ
た
。

　
だ
ん
じ
り
の
巡
行
復
活
は
、そ
れ
よ
り
一
年

遅
れ
た
昭
和
26
年
よ
り
と
な
る
。

住
之
江
だ
ん
じ
り
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た 

高
羽
の
だ
ん
じ
り

　

高
羽
の
だ
ん
じ
り
は
、名
人
と
言
わ
れ
た

彫
り
物
師
河
原
啓
秀
が
初
め
て
手
掛
け
た

だ
ん
じ
り
で
あ
っ
た
。そ
れ
ま
で
は
神
社
や

仏
閣
の
彫
り
物
作
品
を
手
掛
け
て
い
た
。昭

和
６
年（
１
９
３
１
）神
戸
の
脇
の
浜
製
作

場
で
河
原
一
門
で
仕
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。

受
注
額
五
千
五
百
円
で
あ
っ
た
。

　

残
念
な
こ
と
に
、こ
の
高
羽
地
車
は
大
東

亜
戦
争
の
空
襲
に
よ
り
前
後
の
屋
根
が
焼

失
し
て
い
た
。こ
の
地
車
は
他
に
類
を
見
な

い
素
晴
ら
し
い
で
き
ば
え
と
聞
き
一
目
だ
け

で
も
見
た
か
っ
た
。

　

特
に
、屋
根
は
す
ば
ら
し
か
っ
た
と
聞
く
。

屋
根
は
空
襲
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、

住
之
江
区
は
残
存
部
分
の
み
を
購
入
し
た
。

ち
な
み
に
、左
右
両
側
の
土
呂
幕
部
分
を
見

て
分
か
る
よ
う
に
、他
の
地
車
は
３
枚
幕
で

あ
り
、彫
り
が
小
さ
く
見
え
る
が
、高
羽
か

ら
購
入
し
た
住
之
江
地
車
は
、左
右
２
枚
幕

で
図
柄
が
大
き
く
落
ち
着
き
の
あ
る
作
品

と
な
っ
て
い
る
。〈
写
真
３
〉

　
だ
ん
じ
り
の
下
部
土
台
部
分
の
木
組
み
を

泥
台
と
い
う
が
、土
呂
幕
と
は
、こ
の
泥
台
の

前
後
左
右
の
４
面
に
彫
ら
れ
た
彫
刻
を
い

う
。も
ち
ろ
ん
木
製
だ
が
、こ
れ
を
幕
に
見
立

て
左
右
の
木
組
み
の
柱
が
２
本
な
ら
三
枚

幕
、柱
が
１
本
な
ら
二
枚
幕
と
い
う
。高
羽

（
住
之
江
）は
二
枚
幕
と
な
る
。

　

高
羽
の
地
車
は
屋
根
が
焼
失
し
て
い
た

た
め
、地
車
を
製
作
し
た
大
工
名
は
長
く
不

明
で
あ
っ
た
が
、吉
田
國
一
で
あ
っ
た
こ
と
が

判
明
し
て
い
る
。住
吉
山
田
区
の
だ
ん
じ
り

も
神
戸
脇
の
浜
の
同
所
で
製
作
さ
れ
て
お

り
、高
羽（
住
之
江
）と
山
田
は
兄
弟
た
ん
じ

り
で
あ
っ
た
。

戦
後
の
だ
ん
じ
り
運
行
の
世
話
方

　

地
車
運
行
は
戦
前
は
三
役
、即
ち
、帳
頭
、

副
頭
、会
計
で
あ
っ
た
が
、戦
後
は
書
記
を
加

え
、四
役
と
な
っ
て
い
る
。祭
礼
の
衣
装
で
あ

る
が
、協
議
会（
町
内
会
）役
員
は
セ
ル
の
着

物
姿
で
あ
っ
た
が
、戦
後
は
若
仲
同
様
ゆ
か

た
を
着
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

尚
、ゆ
か
た
を
着
る
の
は
元
々
旧
暦
六
月

三
十
日
の
夏
祭
り
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

現
在
の
太
陽
暦
で
は
８
月
の
は
じ
め
頃
に

な
る
。明
治
19
年（
１
８
８
６
）よ
り
５
月
12

日
、13
日
と
な
り
、昭
和
42
年（
１
９
６
７
）

よ
り
５
月
４
日
、５
日
と
な
っ
た
。

交
通
事
情
と
だ
ん
じ
り

　

戦
後
、昭
和
30
年
代
に
な
る
と
交
通
が
激

し
く
な
り
地
車
の
曳
行
は
禁
止
さ
れ
倉
庫

　

そ
の
会
議
で
は
、地
車
を
売
却
し
た
い
地

区
が
あ
る
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。神
戸
市
灘

区
の
高
羽
丹
生
神
社
の
氏
子
で
あ
る
高
羽

町
で
あ
っ
た
。昭
和
22
年
、住
之
江
区
は
そ
の

地
車
を
購
入
し
早
速
修
理
に
入
っ
た
。

　

当
時
の
区
長
は
藤
田
藤
七
、大
工
大
石
巳

代
吉
、彫
り
師
河
原
啓
秀
で
昭
和
25
年
、地

車
修
理
は
完
了
し
た
。太
鼓
は
京
都
、金
物

も
京
都
の
高
橋
製
作
所（
或
い
は
後
藤
金
物

店
？
）、幕
は
小
野
の
絹
常
小
紫
で
あ
っ
た
。

　

修
理
完
了
し
た
住
之
江
区
の
地
車
は
、昭
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る「
画
像
情
報
検
索
」に

よ
っ
て
、東
求
女
塚
古
墳
出
土
鏡
の
カ
ラ
ー

写
真
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。興
味
を
お

持
ち
の
方
は
是
非
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。こ
れ
ら
の
出
土
品
に
つ
い
て
は
次

回
に
詳
し
く
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

■
盛
り
土
の
売
却
に
よ
る
墳
丘
の
消
滅

　

さ
て
、『
住
吉
村
誌
』に
よ
る
と
、古
墳
か

ら
の
遺
物
の
発
見
を
契
機
と
し
て
、よ
う
や

く
畑
地
へ
の
開
拓
が
中
止
さ
れ
ま
し
た
。た

だ
、当
時
と
し
て
は
他
に
利
用
法
も
な
く
、

地
租
改
正
に
よ
っ
て
税
金
が
課
せ
ら
れ
る
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、「
た
だ
」で
も
貰
い
手
が

い
な
い
た
め
、明
治
十
九
年
に
地
目
を「
原

野
」に
変
更
し
、村
有
地
に
な
っ
た
と
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
後
、住
吉
小
学
校
が
拡
張
の
必
要
に

迫
ら
れ
、そ
の
校
地
を
村
役
場
と
な
る
地
に

広
げ
る
た
め
に
、地
主
の
村
上
福
之
助
氏

（
茶
屋
区
）と
交
渉
の
結
果
、塚
の
地
域
と
こ

の
地
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。村
上
氏
は
後
に

こ
の
塚
の
地
域
を
勝
広
富
次
郎
氏（
御
影

町
）に
譲
渡
し
ま
し
た
が
、勝
広
氏
は
古
墳

の
盛
り
土
を
売
っ
て
そ
の
地
を
畑
に
利
用
し

よ
う
と
し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、浜
新
田
の

低
地
千
余
坪
の
地
面
嵩
上
げ
用
と
し
て
、塚

の
半
分
以
上
が
失
わ
れ
た
と『
住
吉
村
誌
』

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、村
上
福
之
助
氏
の
息
子
さ
ん
で
あ

る
村
上
吉
胤
氏
の
著
作『
灘
の
四
季
』（
わ
た

吉
、一
九
八
四
年
）か
ら
は
、も
う
少
し
細
か

い
事
情
が
垣
間
見
え
ま
す
。そ
れ
に
よ
る
と
、

古
墳
が
村
上
家
の
所
有
と
な
っ
た
の
は
、明

治
三
二
年
の
こ
と
で
あ
り
、好
ん
で
求
め
た

の
で
は
な
く
、当
時
住
吉
小
学
校
地
拡
張
の

た
め
、村
上
家
の
所
有
地
が
収
用
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、そ
の
換
地
と
し
て
受
け
取
っ
た

も
の
だ
そ
う
で
す
。当
時
は
日
清
戦
争
後
で

多
額
の
国
費
を
費
や
し
た
後
で
村
の
財
政

も
逼
迫
し
て
い
る
中
で
人
口
増
加
と
就
学

率
上
昇
に
よ
る
校
舎
増
築
の
建
築
費
を
捻

出
す
る
だ
け
で
精
一
杯
で
あ
り
、用
地
費
に

困
っ
た
た
め
交
換
策
が
採
用
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
と
、村
上
吉
胤
氏
は
推
測
し
て
い
ま

す
。

【図３】　住吉村の絵図にみえる「乙女塚（東求女塚）」

大
き
な
要
因
の
一
つ
と
し
て
、村
民
が
塚
の

盛
り
土
を
削
り
取
り
、壁
土
と
し
て
利
用
し

て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の

盛
り
土
は「
此
の
地
方
の
砂
質
土
と
は
趣
を

異
に
し
、粘
り
気
は
少
な
い
が
赤
黒
色
で
あ

り
、後
に
此
が
壁
土
と
し
て
利
用
さ
れ
た
」

と
あ
り
ま
す
。壁
土
と
し
て
は
良
い
土
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。た
だ
、も
う
そ
の

頃
に
は
塚
の
上
に
は
木
も
少
な
く
な
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。

　

明
治
五
年
頃
、村
民
が
古
墳
の
土
を
取
っ

て
い
た
際
に
、「
鏡
四
面
・
曲
玉
一
個
・
古
刀
の

折
れ
た
も
の
一
本
・
顎
骨
一
個
」が
出
土
し
、

村
役
場
で
保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
。あ
ご
骨

を
見
た
人
の
話
で
は
、か
な
り
大
き
か
っ
た

の
で
成
人
男
子
の
も
の
に
み
え
た
と
の
こ
と

で
す
。こ
れ
ら
の
出
土
品
は
、後
の
明
治
四

五
年
二
月
に
東
京
帝
室
博
物
館（
現
在
の
東

京
国
立
博
物
館
）よ
り
学
術
研
究
の
資
料
と

し
て
寄
贈
依
頼
が
あ
っ
た
た
め
、県
警
察
部

を
経
由
し
て
送
付
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
寄
附

の
品
目
は
、「
鏡
三（
内
二
破
砕
）、曲
玉
一
、太

刀
一（
但
し
破
砕
）、髑
髏
腮
一
」と
な
っ
て
お

り
、後
に
下
あ
ご
骨
一
個
は
不
要
と
い
う
こ

と
で
返
送
さ
れ
て
き
た
と『
住
吉
村
誌
』に

は
あ
り
ま
す
。な
お
、東
京
国
立
博
物
館
の

昼
で
も
フ
ク
ロ
ウ
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
た
と

も
い
い
ま
す
。今
と
な
っ
て
は
こ
の
古
老
の

話
は
と
て
も
貴
重
な
情
報
で
す
。確
か
に
、

『
摂
津
名
所
図
会
』（【
図
２
】）や「
住
吉
村
字

図
」（【
図
３
】）で
は
塚
の
上
に
樹
木
が
描
か

れ
て
お
り
、往
時
の
様
子
を
忍
ぶ
こ
と
が
出

来
ま
す
。

■
壁
土
に
利
用
さ
れ
た
古
墳
の
盛
り
土

　

こ
の
よ
う
に
な
か
ば「
森
」の
よ
う
で
あ
っ

た
東
求
女
塚
古
墳
が
、な
ぜ
現
在
の
よ
う
な

形
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。そ
の

吉
村
誌
』掲
載
の「
遊
喜
園
及
住
吉
村
役
場

所
蔵
古
地
籍
図
」に
よ
る
と
、古
墳
の
地
は

「
原
野
」扱
い
で
、そ
の
広
さ
は「
二
反
六
畝

二
四
歩
」と
な
っ
て
い
ま
す（【
図
１
】）。

　
『
住
吉
村
誌
』掲
載
の
古
老
の
話
と
し
て
、

明
治
初
年
に
破
壊
さ
れ
る
以
前
、塚
の
上
に

は
一
面
ク
マ
ザ
サ
が
生
い
茂
り
、前
方
部
の

端
は
遊
喜
園
の
講
堂
の
西
端
に
及
び
、後
円

部
の
高
さ
は
四
、五
間
も
あ
り
溝
を
廻
ら
し

て
い
た
と
あ
り
ま
す
。ま
た
、鬱
蒼
た
る
森
で

■
木
々
が
生
い
茂
っ
て
い
た
古
墳

　

前
号
で
は
、江
戸
時
代
の
地
誌
や
本
住
吉

神
社
所
蔵
の「
住
吉
村
字
図
」（
寛
政
年
間
）

に
み
え
る
東
求
女
塚
古
墳
に
つ
い
て
検
討
し

ま
し
た
。そ
の
結
果
、地
誌
類
で
は「
求
女

塚
」と「
処
女
塚
」と
の
両
方
の
呼
称
が
あ
っ

た
こ
と
、と
り
わ
け「
住
吉
村
字
図
」に
お
い

て
は
、東
求
女
塚
古
墳
が「
乙
女
塚
」と
記
載

さ
れ
て
お
り
、当
時
の
住
吉
の
人
々
が
東
求

女
塚
古
墳
を「
乙
女
塚
」と
呼
ん
で
い
た
可

能
性
が
高
い
こ
と
を
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、主
に『
住
吉
村
誌
』の
記
述
に
基

づ
き
な
が
ら
、幕
末
か
ら
戦
前
に
か
け
て
の

東
求
女
塚
古
墳
の
状
況
に
つ
い
て
記
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
で
は
、東
求
女
塚
古
墳
は
ほ
と
ん
ど

破
壊
さ
れ
、求
女
塚
公
園
中
央
部
に
石
組
み

を
残
す
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、も
と
も

と
は
西
方
に
前
方
部
を
向
け
た
前
方
後
円

墳
で
す
。前
回
に
紹
介
し
た『
摂
津
名
所
図

会
』に
は
こ
の
塚
を
説
明
し
て「
塚
の
巡
百

五
十
間
許
」と
し
、明
治
十
六
年
一
月
編
纂
の

住
吉
村
地
誌（
皇
国
地
誌
）に
は「
本
村
の
東

南
字
塚
前
に
あ
り
、民
地
た
り
、封
土
の
高

さ
一
丈
、周
囲
八
百
四
十
七
間
、積
面
一
反
四

畝
二
十
七
歩
と
あ
り
」と
し
て
い
ま
す
。『
住

【図2】　「摂津名所図会」にみえる求塚

【図1】　 「遊喜園及住吉村役場所蔵古地籍図」（『住吉村誌』より）

【図４】　「東求女塚北面見取図」（『灘の四季』より）

か
さ
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に
、こ
の
酒
蔵
だ
け
が
倒
れ
た
の
は
、古
墳

の
土
を
使
用
し
た
か
ら
で「
塚
の
祟
り
」で

は
な
い
か
と
村
人
の
間
で
噂
に
な
っ
た
そ
う

で
す
。酒
蔵
建
築
は
断
念
さ
れ
、そ
の
土
地

は
未
だ
に
大
部
分
が
空
き
地
に
な
っ
て
い
る

と
あ
り
ま
す
。た
だ
、『
住
吉
村
誌
』に
は「
そ

の
年
」と
あ
る
だ
け
で
具
体
的
な
年
は
記
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。ま
た
酒
蔵
会
社
の
名
前
も

は
ば
か
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
、伏
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。『
住
吉
村
誌
』年
表
に
は
土
取
り

を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
明
治
三
六
年
以
降

の
十
月
に
暴
風
雨
の
記
載
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

■
墳
丘
か
ら
の
採
土
中
止
と
保
存
運
動

　
『
住
吉
村
誌
』に
は
、福
原
氏
が
記
す
交
渉

に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
記
載
が
あ
り
ま

す
。つ
ま
り
、心
あ
る
人
々
の
間
で
土
取
り
が

問
題
と
な
り
、ま
た
名
勝
史
跡
調
査
が
行
わ

れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、明
治
三
六
年
八
月
に

村
会
協
議
会
が
開
か
れ
、協
議
の
結
果
、翌

三
七
年
一
月
に
古
墳
の
地
を
反
高
林
村
有
地

と
交
換
し
、後
円
部
の
北
東
部
の
一
部
を
残

す
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
す
。盛
り

土
を
取
ら
れ
た
西
部
の
平
地
は「
花
六
」が

借
り
て
花
卉
園
と
し
、東
部
の
後
円
部
の
盛

り
土
が
残
っ
て
い
る
部
分
は
村
民
の
ゴ
ミ
捨

て
場
の
よ
う
な
形
で
残
さ
れ
た
と『
住
吉
村

誌
』に
は
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
大
正
四
年
に
至
り
塚
の
所
在
地

た
。そ
の
後
、さ
ら
に
阪
神
敷
設
で
土
砂
を

要
す
る
た
め
、持
ち
主（
勝
広
氏
）が「
塚
の

全
形
」を
会
社
へ
売
り
渡
し
、【
図
６
】の
よ
う

に
取
り
崩
し
ま
し
た
。県
庁
か
ら
は
破
壊
す

る
こ
と
が
差
し
止
め
ら
れ
、再
び
御
田
村
に

買
戻
し
、保
存
す
る
交
渉
中
だ
っ
た
よ
う
で

す
。し
か
し
な
が
ら
、古
墳
の
中
央
ま
で
削

り
取
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。福
原
氏
が
工

事
関
係
者
に
聞
い
た
と
こ
ろ
発
掘
品
は
な

か
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
が
、幅
六
分
位
の

鉄
板
の
よ
う
な
も
の
を
発
見
し
た
の
で
、取

り
出
そ
う
と
す
る
と
、脆
弱
で
粉
末
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、そ
の
重
さ
か
ら
し
て
金
属

に
違
い
な
い
と
し
て
い
ま
す
。県
庁
か
ら
取

り
壊
し
中
止
の
厳
命
が
下
っ
た
と
あ
る
が
、

そ
の
後
の
交
渉
が
ど
う
な
っ
た
の
か
ま
で
は

わ
か
ら
な
い
と
締
め
く
く
っ
て
い
ま
す
。な

お
、阪
神
電
車
は
明
治
三
六
年
よ
り
阪
神
間

の
工
事
に
着
手
し
、同
三
八
年
二
月
に
は
神

戸̶

出
入
橋
間
が
開
通
し
ま
す
。

■
塚
の
祟
り
？

　

な
お
、『
住
吉
村
誌
』に
よ
れ
ば
、こ
の
古

墳
の
盛
り
土
で
浜
新
田
の
低
地
千
余
坪
に

わ
た
っ
て
数
尺
の
地
面
の
嵩
上
げ
を
し
、そ

の
と
こ
ろ
に
某
酒
造
会
社
が
数
百
坪
の
堅

牢
な
酒
蔵
を
建
築
し
ま
し
た
が
、そ
の
年
の

十
月
頃
に
大
暴
風
雨
の
た
め
に
そ
の
立
派
な

酒
蔵
は
無
残
に
も
倒
壊
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。他
の
小
さ
な
住
宅
に
は
被
害
が
な
い
の

車
）の
築
堤
用
土
と
な
り
ま
し
た
。阪
神
電

車
開
設
時
に
住
吉
川
勾
配
を
作
る
路
線
工

事
用
に
塚
の
土
が
使
わ
れ
、そ
の
際
に
塚
の

原
形
は
全
く
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
す
る

『
住
吉
村
誌
』の
記
述
と
も
対
応
し
ま
す
。

　

こ
の
土
取
り
は
明
治
三
六
年
か
ら
翌
年

に
か
け
て
行
わ
れ
た
よ
う
で
、福
原
潜
治
郎

氏
は
考
古
学
会
会
長
よ
り
古
墳
調
査
を
命

じ
ら
れ
ま
し
た
。明
治
三
七
年
一
月
に
福
原

氏
か
ら
同
会
長
に
宛
て
た
調
査
報
告
が
、

『
考
古
界
』（
第
三
篇
第
九
号
、明
治
三
七
年

二
月
発
行
）と
い
う
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、「
摂
津
御
田
村

の
東
乙
女
塚
」は
、御
影
町
の
者
に
売
り
渡

し
た
際
に
、塚
上
中
央
の
土
が
取
ら
れ「
龍

石
」の
よ
う
な
板
石
が
出
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
そ
の
こ
と
は
秘
密
に
さ
れ
、封
土
を
取
っ

た
跡
は
別
の
土
で
埋
め
戻
さ
れ
て
い
ま
し

　

村
上
家
の
所
有
と
な
る
前
か
ら
盗
掘
が

さ
れ
て
お
り
、壁
土
と
し
て
盛
り
土
も
使
用

さ
れ
て
い
た
の
で
、古
墳
の
全
容
が
失
わ
れ

る
ま
で
に
埋
蔵
物
を
調
査
す
べ
き
と
福
之
助

氏
は
判
断
し
ま
し
た
。そ
こ
で
、当
時
県
下

の
考
古
学
の
権
威
で
あ
る
福
原
潜
次
郎
氏

を
招
聘
し
て
指
導
を
受
け
な
が
ら
、福
之
助

氏
自
身
が
現
場
指
揮
を
と
っ
て
、明
治
三
三

年
に
後
円
部
の
発
掘
調
査
を
行
っ
た
そ
う
で

す
。さ
ら
に
は
、私
費
発
掘
の
失
費
を
補
う

た
め
一
年
後
に
は
売
却
さ
れ
た
と
あ
り
ま
す

の
で
、購
入
の
翌
年
つ
ま
り
明
治
三
三
年
に

は
御
影
町
の
勝
広
氏
に
売
却
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。た
だ
、こ
の
時
の
発
掘
調

査
で
は
遺
物
が
発
見
さ
れ
、古
墳
の
様
子
も

ス
ケ
ッ
チ
さ
れ
て
お
り
、今
と
な
っ
て
は
貴

重
な
記
録
と
な
り
ま
し
た
。な
お
、売
却
さ

れ
た
盛
り
土
は
阪
神
電
気
鉄
道（
阪
神
電

会
議
員
で
す
。

　

史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
法
に
よ
り

処
女
塚
古
墳（
東
灘
区
御
影
塚
町
二
丁
目
）

は
大
正
一
一
年
三
月
八
日
に
国
の
史
跡
に
指

定
さ
れ
、同
古
墳
は
神
戸
市
の
管
理
下
と
な

り
ま
し
た
。一
方
、西
求
女
塚
古
墳
は
明
治
年

間
に
個
人
の
手
に
帰
し
て
別
荘
と
な
っ
て
お

り
、戦
後
に
い
た
っ
て
よ
う
や
く
市
有
地
と

な
り
ま
し
た
。そ
の
点
、東
求
女
塚
古
墳
に

記
念
碑
が
建
て
ら
れ
た
の
は
そ
れ
ら
に
先

立
つ
大
正
四
年
で
あ
り
、建
碑
し
た
当
時
の

人
々
の
史
跡
保
存
に
対
す
る
努
力
が
う
か

が
え
ま
す
。

　

ま
た
、大
正
七
年
に
久
原
房
之
助
氏
の
篤

志
に
て
遊
喜
園（
現
市
立
遊
喜
幼
稚
園
）が

開
設
さ
れ
る
の
に
伴
っ
て
、そ
の
三
月
に
は

園
舎
敷
地
と
し
て
村
有
地
字
塚
ノ
後
一
二
四

三
番
地
の
一
原
野
二
反
二
畝
歩
を
無
償
で
借

り
受
け
、仲
区
民
の
勤
労
奉
仕
に
よ
っ
て
整

地
が
な
さ
れ
ま
し
た
。八
月
に
は
園
舎
が
竣

功
し
、塚
は
そ
の
園
庭
の
東
端
に
保
存
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
地
区

の
皆
さ
ん
に
よ
る
保
存
へ
の
思
い
に
よ
っ
て

か
ろ
う
じ
て
古
墳
や
遺
物
が
残
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

次
回
は
、東
求
女
塚
古
墳
の
名
称
が
い
つ

頃
確
定
さ
れ
た
の
か
、ま
た
ど
の
よ
う
な
出

土
品
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
い
子
孫
へ
残
す
こ
と
と
す
る
。

　

大
正
四
年
十
一
月

「
報
本
反
始
」や「
愛
国
心
」な
ど
時
代
を
感

じ
さ
せ
る
用
語
も
あ
り
ま
す
が
、求
女
塚
を

擁
す
る
地
と
し
て
後
世
に
保
存
す
べ
き
と
の

強
い
意
志
が
こ
の
碑
か
ら
は
う
か
が
え
ま
す
。

ま
た
、こ
の
時
に
至
っ
て
莵
原
処
女
を
め
ぐ

る
伝
承
が
地
元
に
周
知
さ
れ
る
機
会
を
得

た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。こ

の
碑
文
を
書
い
た
の
は
、住
吉
尋
常
高
等
小

学
校
の
訓
導（
現
在
の
教
諭
）で
あ
っ
た
森
川

長
左
衛
門
で
し

た
。

　

碑
の
裏
面
下

部
に
は
工
事
関

係
者
と
し
て
、

住
吉
村
長
の
谷

田
庄
蔵
、監
督

の
横
田
要
蔵
・

中
井
福
太
郎
・

下
田
清
五
郎
諸

氏
の
名
前
が
見

え
ま
す
。ま
た
、

従
事
者
と
し
て

仲
区
民
一
同
と

あ
り
ま
す
。横

田
要
蔵
・
下
田

清
五
郎
両
氏
は

仲
区
選
出
の
村

き
な
い
。鴫
は
水
沢
沼
池
を
忘
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
。国
民
は
歴
史
の
外
に
出
る

こ
と
が
で
き
な
い
。こ
う
い
う
わ
け
で
古

蹟
を
保
存
す
る
の
は
、た
だ
国
の
美
点
だ

け
を
保
存
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

永
く
い
に
し
え
を
目
の
当
た
り
に
さ
せ
、

国
民
の
性
能
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
で
、報

本
反
始（
祖
先
の
恩
に
報
い
る
こ
と
）の
念

を
厚
く
し
、旺
盛
な
る
愛
国
心
を
養
成
す

べ
き
で
あ
る
。こ
の
地
は
古
来
、求
女
塚
の

名
に
よ
っ
て
い
る
が
、そ
の
史
蹟
は
荒
廃

し
て
日
が
久
し
い
。よ
っ
て
、整
備
を
お
こ

で
あ
る
仲
区
民
一
同
に
よ
っ
て
、土
を
加
え

て
形
を
整
え
た
り
石
垣
を
積
ん
だ
り
、盛
り

土
の
上
に
梅
・
松
・
楓
の
樹
木
二
十
数
本
を

植
え
る
な
ど
し
て
風
致
を
よ
く
す
る
と
と

も
に
、頂
上
に「
求
女
塚
之
碑
」と
題
す
る
記

念
碑
を
建
て
て
史
蹟
の
保
存
に
努
め
ま
し

た（【
図
７
・
８
】）。

　

表
面
の
碑
文
は
漢
文
で
記
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、試
み
に
現
代
語
訳
し
て
み
ま
す
と
、

以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

鳩
は
倭
樹
短
草
を
忘
れ
る
こ
と
が
で

【図８】　東求女塚古墳（求女塚東公園）

【図７】　『住吉村誌』掲載の東求女塚古墳

【図６】　福原潜次郎「摂津御田村の東乙女塚」（『考古界』より

た
た

ご   

で
ん
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